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論文作成のポイントとしては、国土交通省の下水
道に関するガイドラインなど最新の技術動向や設計
指針の改定内容を参考に、各キーワードについて原
理や特徴、留意点等を整理し、キーワードを盛り込ん
だ論文作成と見直しを合格論文だと思えるまで繰り
返した事です。
このブラッシュアップは「専門外の人でも一度で
理解できる」ように、「簡潔でわかりやすく」「論文
全体のまとまり」に注意して行いました。具体的に
は、結論から述べて、理由、具体例、留意点やトレー
ドオフの順に述べることで、自然な流れで多くの
キーワードを盛り込む事ができ、試験官に伝わりや
すくなるように工夫しました。
試験では、合格した年度は問題文と設問を熟読し
て、どのような解答が求められているか把握する事
を重視しました。不合格の年度では問題文や設問の
変化を無視して、用意した論文をそのまま書いた事
で得点が不足したのだと考えたためです。
また、書き始める前には骨子を作成し、書くべき
内容の整理やシナリオが題意に沿っているか確認を
行い、大きな手戻りの防止や復元論文の資料としま
した。口頭試験では論文について質問される事も想
定されますので、試験終了後すぐに復元論文を作成
する事をオススメします。

受験の動機・経緯
下水道事業に携わって10年となり、日常的に施
設整備の設計業務を担当する機会も増えた中で、受
注者へは技術士等の有資格者の配置を求めている事
に対して、発注者である私自身も同等の資格が必要
ではないかと思うようになりました。
そして、きっかけとなったのは平成29年度に日
本下水道事業団の研修へ参加した事です。研修では
２週間の共同生活を送りましたが、技術士を受験し
ている研修生から様々な資格に挑戦している事や職
場の先輩も技術士を取得している話を聞き、「仲間
が頑張っているのだから私も挑戦しよう！」と決意
しました。その勢いで翌年の平成30年度に１次試
験を合格し、２次試験は３回目の受験でようやく合
格できました。

筆記試験における傾向と対策
２次試験初受験の令和元年度は試験方法が変更と
なり、午前中は択一式試験だったものが記述式試験
となりました。
建設部門に比較すると上下水道部門の参考書は少
なく、勉強方法もわからなかったため、初期段階で
は過去問の解答例を書き写す事を行いました。次に
出題傾向を分析し、予想したテーマについての想定
論文を作成しました。
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私は模擬面接を対面で３回（青森で２回、仙台で
１回）、ZOOMで１回受講しましたが、コンピテン
シーを意識せず、技術的アピールに終始した小論文
で出願していたため、模擬面接では厳しい指摘を受
け、苦しい回答しかできませんでした。
そのため、口頭試験までの２ケ月間は仕事以外の
時間は想定問答のブラッシュアップに費やし、筆記
試験の勉強より苦しい日々を過ごしました。
結局、試験当日まで悩む事になりましたが、何度
も模擬面接を受講したことで本番では適度な緊張感
をもって臨むことができました。

受験者へのアドバイス、注意点、励まし等
私は３回受験し、１回目は全然ダメで、２回目は
必須科目が１点届かず不合格、３回目はオールＡで
合格となり、成績が毎年上がって行った事でモチ
ベーションの維持が出来ました。この経験から、合
格するためには①問題文から題意を読み取る、②簡
潔でわかりやすい文章にする、③最後の行まで書き
きる事、そして④合格するまで諦めない事が必要と
学びました。
私自身も令和４年度は「総監部門」を受験してき
ました。皆様も一歩踏み出して技術士試験へ挑戦し
ませんか？

勉強時間の確保
私は５年で合格できたらいいと考えていましたの
で、勉強はモチベーションを維持するために無理し
ないようにしていました。
目標として、平日は朝30分、昼休み30分と帰宅
後に２時間、休日は半日とし、特に昼休みだけは確
実に勉強するようにしていました。
最初は効率の良い勉強方法を見つける事ができま
せんでしたが、出来る事を毎日続けた事で自分なり
の勉強方法を確立できたと思います。
また、論文は電子化（PDF、音声データ）し、
スマホやタブレットに保存することで、いつでも勉
強できる環境を整え、移動時間等のちょっとした時
間も有効活用しました。

口頭試験における傾向と対策
口頭試験は、４月に出願した受験申込書の業務経
歴や小論文から質問されます。口頭試験の合格率は
約90％ですが、ここで不合格となったら筆記試験
からやり直しとなるので、油断せずに対策が必要です。
確実に合格するためには出願時点でコンピテン
シー（コミュニケーション、リーダーシップ、マネ
ジメント、評価、技術者倫理、継続研鑽）を理解し
た上で、口頭試験を意識した小論文を作成する事が
重要です。
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